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第１章 令和７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

別紙様式１ 

徳島科学技術高等学校 基礎枠 

指定第Ⅲ期目 指定期間 06～10 

 

❶令和７年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

SCITEC-HI Project Go Beyond!  

－将来の科学技術人材へと生徒が主体的に成長するための実践研究開発－ 

 ② 研究開発の概要  

専門高校の強みを最大限に生かして、学校設定科目「SSH 課題研究」を核として、生徒が将来の

科学技術人材へと主体的に成長するための教育課程等の実践研究開発に取り組む。具体的には、将

来の科学技術人材の育成に欠かせない能力として「４つの力」を定め、その育成に向けた取組を行

う。「４つの力」とは、研究内容の高度化・多様化に向けた取組を通じて得られる【研究を深める

力】、STEAM 教育等教科間連携を深めた学びを通じて得られる【研究を拡げる力】、海外の学校と

の交流活動等を通じて得られる【研究を協働する力】、大学等の高度な研究機関や地域との協働活

動等を通じて得られる【研究を見出す力】であり、これらの育成に向けた実践研究開発を進めてい

く。 

 ③ 令和７年度実施規模  

 

学科 

 

第１学年 

 

第２学年 

 

第３学年 

 

第４学年 

 

計 

 

実施 

 

規模 生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

生徒

数 

学級

数 

工業科 270 9 264 9 247 9 － － 781 27  

 

 

 

全校生

徒を対

象に実

施 

情報科学 
59 2 

32 1 30 1 － － 
176 6 

環境科学 28 1 27 1 － － 

機械 
70 2 

35 1 31 1 － － 
205 6 

生産ｼｽﾃﾑ 35 1 34 1 － － 

電気 
61 2 

31 1 26 1 － － 
170 6 

情報通信 27 1 25 1 － － 

環境土木  

3 

27 1 28 1 － － 

230 9 建築 80 27 1 27 1 － － 

総合ﾃﾞｻﾞｲﾝ  22 1 19 1 － － 

水産科 30 2 30 2 30 2 － － 90 6 

海洋科学 10 1 10 1 10 1 － － 30 3 

海洋総合 20 1 20 1 20 1 － － 60 3 

計 300 11 294 11 247 11 － － 871 33 
 

 

 ④ 研究開発の内容  

○研究開発計画 

第 1 年次 

【令和６年度】 

〈取組の要点〉 

次の４つの力の育成に向けて研究開発を行う。 
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Ⅰ 研究内容の高度化による【研究を深める力】の育成に向けた実践研究開

発 

Ⅱ STEAM 教育の推進による【研究を拡げる力】の育成に向けた実践研究開発 

Ⅲ 国際交流活動の推進による【研究を協働する力】の育成に向けた実践研

究開発 

Ⅳ 大学や地域等との協働による【研究を見出す力】の育成に向けた実践研

究開発 

第 2 年次 

【令和７年度】 

・前年度までの研究成果と課題を共有・継承し、研究の高度化を図る。あわ

せて新たな研究テーマを創出するなど、研究の多様化を推進する。 

・校内生徒研究発表会を拡大実施するとともに、校外の発表会やコンテスト

へ積極的に参加する。研究成果の公表機会を確保し、プレゼンテーションの

質の向上を図る。 

・「理工学コンピテンス」のルーブリック評価アンケートを実施し、生徒・

教員双方の評価を分析・検証する。その際、より客観的な評価が可能となる

よう評価項目の改善を行う。 

・大学、研究機関、企業と連携した講演会や講座を開講し、効果的な「SSH 課

題研究」への導入を図る。 

・第Ⅱ期までの取組を拡充し、「SCITEC-HI ノート」の活用を推進する。同時

に、そのメソッドを他校へ向けて広報・公開する。 

・グループ討論会「ADT（Active Discussion for Theme）」およびテーマ提

案発表会「PRT（Proposal of Research Theme）」を実施し、生徒の主体的な

テーマ設定を促す。 

・「卒業生メンタリング」を実施し、理工学系大学への進路意識の醸成と、

研究活動に対する熱意の向上を図る。 

・「STEAM 教材開発部会」を設置して教材開発に着手し、STEAM 教育の本格実

施に向けた体制を整備する。 

・相互授業参観など、教員の授業力向上に向けた研修機会を設ける。 

・ドイツ・ニーダーザクセン州ブリンクシュトラーセ職業学校（以下「ドイ

ツ BBS」）との工業技術交流を実践する。 

・台湾・国立蘇澳高級海事水産職業学校（以下「台湾蘇澳海事」）との相互

訪問を通じて海洋技術交流を実践する。また、両校生徒による共同研究の可

能性を模索する。 

・第Ⅱ期の成果と課題を検証しつつ、「Marine Science English（以下「MSE」）」

の実践と検証を継続する。 

・「科学英語」の取組を工業分野にも拡大し、「Science Technology English

（以下「STE」）」のメソッド確立を目指す。 

・科学部、マリンリサーチクラブ、保健厚生委員会などの課外活動における

校外連携を強化し、課題研究のさらなる高度化につなげる。 

・「SSH 探究クラブ」を創設し、多様化・複雑化する地域課題や社会課題に対

して、課外活動を通じてアプローチする機会を創出する。これにより、課題

発見・解決能力の育成を図る。 

・実施した各事業についてアンケート調査を行い、次年度以降の活動改善に

反映させる。 

・事業実施の際、生徒の主体性や科学的な思考力の変容について、随時調査

（アンケート等）を実施する。 
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・保護者から見た生徒の変化・成長を把握するため、保護者評価を収集し、

教育活動の改善・検証に活用する。 

・SSH 運営指導委員会を開催し、研究の進捗報告および今後の方向性について

検討を行う。 

第 3 年次 

【令和８年度】 

・「理工学コンピテンス」の 3 年間の推移分析を実施し、第 1 年次から第 3

年次までの生徒の変容を縦断的に調査・総括する。 

・「STE」のメソッドを確立し、工業分野における科学英語教育の効果を検証

する。 

・ドイツ BBS および台湾蘇澳海事との交流を深化させ、オンラインを活用し

た「共同研究」を本格化させる。 

・「STEAM 教材開発部会」で開発した教材を授業に導入し、教科横断的な課題

解決型授業のモデルを構築する。 

・「SSH 探究クラブ」による地域課題解決の実践事例をまとめ、地域社会への

成果還元（社会実装）を試行する。 

・「SCITEC-HI ノート」の活用状況を精査し、より汎用性の高い「探究ポート

フォリオ」としての改善を行う。 

・第 3 年次までの研究開発の成果を中間報告書としてまとめ、運営指導委員

会において中間評価と助言を受ける。 

第 4 年次 

【令和９年度】 

・中間評価で明らかになった課題に基づき、「ADT（討論会）」や「PRT（提

案発表会）」の実施形態を最適化し、生徒の主体性をさらに引き出す。 

・「卒業生メンタリング」の対象を拡大し、大学生・大学院生となった OB/OG

による専門的な研究指導体制を強化する。 

・校外発表会やコンテストにおいて、英語でのプレゼンテーション能力の向

上に重点を置いた指導を展開する。 

・これまでの研究で蓄積された「研究テーマデータベース」を整備し、後輩

が先行研究として参照・発展させられる体制を整える。 

・「MSE」と「STE」を統合し、本校独自の「科学技術英語カリキュラム」と

して体系化を図る。 

・他校や地域の中学校との連携を強め、開発した教材や指導法の出前授業や

ワークショップを積極的に実施する。 

・ルーブリック評価の客観性をさらに高めるため、外部専門家による評価検

証システムを導入する。 

第 5 年次 

【令和 10 年度】 

・「SCITEC-HI ノート」および関連する指導案を「SSH 成果物パッケージ」と

して公開し、全国の工業・水産系高校等への普及を図る。 

・海外連携校との共同研究成果を、国際的な研究発表会や学術論文の形で公

表することを目指す。 

・第Ⅲ期 5 年間の変容を多角的に分析し、「科学的な思考力」と「理工学コ

ンピテンス」の相関を最終検証する。 

・保護者・地域住民・連携機関を交えた「SSH 研究発表会」を大規模に開催し、

5 年間の歩みを広く発信する。 

・次期（第Ⅳ期）に向けた研究開発構想の策定を行い、これまでの成果を継

承しつつ新たな課題へのアプローチを検討する。 

・運営指導委員会による最終評価を受け、Ⅲ期全体の研究開発実施報告書を

作成・提出する。 

 



- 4 - 
 

○教育課程上の特例 

教育課程上の特例等特記すべき事項については、以下のとおりである。 

学科・コース 開設する科目名 単位数 代替科目等 単位数 対象 

海洋科学コース 

海洋総合コース 

MSE ２ 英語コミュニケーシ

ョンⅡ 

２ ３年生 

情報科学コース 

環境科学コース 

海洋科学コース 

機械コース 

生産システムコース 

情報通信コース 

環境土木コース 

海洋総合コース 

SSH 課題研究 ３ 課題研究 ３ ３年生 

総合的な探究の時間 ３ 

総合デザインコース SSH 課題研究 ３ 課題研究 ３ ３年生 

総合的な探究の時間 ３ 

SSH 課題研究 ２ デザイン技術 ２ 

海洋総合コース SCITEC-HI 研究 １ 総合実習 １ ２年生 

海洋科学コース 

海洋総合コース 

SCITEC-HI 基 礎

(海洋) 

３ 水産海洋基礎 ３ １年生 

情報科学コース 

環境科学コース 

機械コース 

生産システムコース 

環境土木コース 

建築コース 

総合デザインコース 

SCITEC-HI 基 礎

(工業) 

３ 工業技術基礎 ３ １年生 

○令和７年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 

 

学科・コース 

第１学年 第２学年 第３学年  

対象 科目名 単位

数 

科目名 単位

数 

科目名 単位

数 

情報科学コース 

環境科学コース 

機械コース 

生産システムコース 

環境土木コース 

SCITEC-HI 

基礎(工業) 

３ SCITEC-HI 

研究 

１ SSH 課題 

研究 

３  

 

 

 

 

 

 

該当 

コース 

在籍 

生徒 

全員 

総合デザインコース SCITEC-HI 

基礎(工業) 

３ SCITEC-HI 

研究 

１ SSH 課題 

研究 

５ 

情報通信コース 工業技術 

基礎 ※1 

３ SCITEC-HI 

研究 

１ SSH 課題 

研究 

３ 

電気コース 工業技術 

基礎 ※1 

３ 実習 ※2 － 課題研究 

※3 

３ 

建築コース 

 

SCITEC-HI 

基礎(工業) 

３ 実習 ※2 － 課題研究 

※3 

３ 

海洋科学コース SCITEC-HI 

基礎(海洋) 

３ 総合実習 

※2 

－ SSH 課題 

研究 

３ 
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海洋総合コース SCITEC-HI 

基礎(海洋) 

３ SCITEC-HI 

研究 

１ SSH 課題 

研究 

３ 

海洋科学コース 

海洋総合コース 

    MSE ２ 

※1：「SCITEC-HI 基礎(工業)」と同様に探究活動の導入を行う。 

 ※2：「SCITEC-HI 研究」と同様に探究活動のテーマを考える時間を設ける。 

 ※3：「SSH 課題研究」と同様に生徒主体の探究活動に取り組む。 

・「SCITEC-HI 基礎(工業)」、「SCITEC-HI 基礎(海洋)」 

  工業、水産の基礎基本について実習を通して学ぶとともに、それらを通して得られた疑問点や 

気付きを探究活動のテーマ設定に繋げる手法を学ぶ。 

・「SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）」 

  先進的な科学技術、理科・数学・工業・水産に関する課題を生徒主体で設定し、大学・企業・

研究機関とも連携しながら、その課題の解決のための探究活動を行い、生徒の科学的能力及び

技能並びに科学的思考力、判断力及び表現力を培う。 

・「MSE」 

  英語コミュニケーションⅡの内容を更に習熟させて、海洋関係の科学者・技術者として必要と

なる総合的な英語力の向上を図り、海洋科学に対する関心を高め、グローバルな視点に立った

豊かな研究心を養い、実践する態度を身に付けさせることを目的とする。1、2 年生の学習を

土台とし、海洋科学に関する教材を利用して読解力をつけ、表現力を高める。 

 

○具体的な研究事項・活動内容 

Ⅰ 研究内容の高度化による【研究を深める力】の育成に向けた実践研究開発 

Ⅰ－１ 理工学コンピテンスによる評価 

理工学コンピテンスを用いたルーブリック評価アンケートを 7 月と 12 月の計 2 回実施した。

生徒による自己評価と、課題研究担当教員による客観評価を対照分析・検証することで、生徒の

能力変容を可視化した。 

Ⅰ－２ 「SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）」を通じた科学的思考に基づく研究実践 

① 研究の継続と高度化： 一部の研究班において、前年度の成果を継承した継続研究を行い、先

行研究を踏まえた探究プロセスの高度化を図った。  

② 研究テーマの多様化： 生徒の知的好奇心に基づき、主体的に設定した新規テーマへの取り組

みを支援し、研究分野のさらなる多様化を推進した。  

③ 成果発表会の拡充： 全研究テーマを対象とした「校内生徒研究発表会」を開催した。口頭発

表とポスターセッションの 2 部構成とすることで、多角的な発信能力の育成を図った。 

Ⅰ－３ 学校独自教材「SCITEC-HI ノート」の活用による論理的思考力の育成 

① 活用スキルの習得と動機付け： 2 年生を対象に、外部講師による「方眼ノート講演会」を実

施し、論理的な思考整理術を習得させた。また、優れた活用例を顕彰する「方眼ノートグランプ

リ」を開催し、日常的なノート活用の活性化を図った。  

② 成果の普及と発信： 本校が確立した「SCITEC-HI ノート」の活用メソッドを広く公開するた

め、県内すべての高等学校へ講演会等の案内を配布し、他校への普及・広報活動を展開した。 

Ⅰ－４ SSH-ADT・SSH-PRT の実施 

SCITEC-HI 委員会の生徒を対象に、グループ討論会「ADT（Active Discussion for Theme）」

およびテーマ提案発表会「PRT（Proposal of Research Theme）」を実施した。これにより、問

いを立てるプロセスを組織化し、生徒の主体的な研究テーマ設定を促進した。 

Ⅰ－５ 卒業生メンタリング 

国公立大学等に進学した本校卒業生を招いた「卒業生メンタリング」を開催した。カフェ形式
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の対話を通じ、大学での研究活動やキャリア形成について直接助言を受ける機会を設け、生徒の

研究意欲と進路意識を喚起した。 

Ⅰ－６ 卒業生アンケートの実施と分析 

大学在学中の卒業生を対象に、オンラインによる追跡アンケートを実施した。大学での学びに

おける SSH 活動の有用性や、研究活動で直面している課題等の回答を収集し、本校の教育課程改

善に向けた基礎資料を得た。 

Ⅰ－７ プレゼンテーション研修 

研究成果のさらなる発信能力向上を目的に、一般財団法人プレゼンテーション協会による専門

的な研修会を実施した。論理的な構成法や効果的な視覚資料の作成技術を学び、発表の質の底上

げを図った。 

Ⅱ STEAM 教育の推進による【研究を拡げる力】の育成に向けた実践研究開発 

Ⅱ－１ STEAM 教育教材の開発と教科コラボ授業の実践 

STEAM 教材開発部会を設置し、普通教科と専門教科の枠組みを超えた連携による教材開発を

推進するとともに、教科横断的なコラボレーション授業を実践した。 

Ⅱ－２ 教科間連携を含めた教員の資質・能力の向上 

教員による相互授業参観を実施し、教科間連携授業のアイデアを共有・創出するとともに、

教員相互の助言や意見交換を通じて、多角的な視点からの授業力向上を図った。 

Ⅲ 国際交流活動の推進による【研究を協働する力】の育成に向けた実践研究開発 

 Ⅲ－１ 海外姉妹校との提携、交流訪問による国際交流の深化、発展 

① 令和７年１１月２４日から２７日の日程で台湾蘇澳海事を訪問し、実地での交流事業を実

施した。  

② 令和７年４月のドイツＢＢＳからの交流再開打診を受け、６月にオンライン協議を実施し

た。その後、９月２９日から１０月２日の日程で同校教職員３名が本校を来訪し、授業視察

や今後の共同研究に向けた具体的協議を行った。 

Ⅲ－２ 「科学英語」学習の継続、発展  

① 学校設定科目「ＭＳＥ（Marine Science English）」を開講し、専門分野に特化した英語

教育を実践した。  

② 「英語コミュニケーションⅡ」の学習内容を深化させ、理工系分野の研究や実務に即した

学術的・専門的な英文テキストを用いた指導を展開した。 

Ⅳ 大学や地域等との協働による【研究を見出す力】の育成に向けた実践研究開発 

Ⅳ－１ 大学等の研究機関や行政、民間企業との連携による、研究活動の高度化および多様化に

向けた取組   

 徳島大学、徳島県立農林水産総合技術センター、徳島県立工業技術センター等の研究機関、

および地元企業と連携したサイエンスカフェや講演会、実験講座を継続的に実施し、専門的知

見の導入を図った。 

Ⅳ－２ 課外活動における高大連携・地域連携の継続、発展による課題発見・解決能力の育成 

（科学部）   

① 地元のＮＰＯ法人「新町川を守る会」と共同で、新町川等の水質調査および環境保全活

動を行った。    

② 化学グランプリ講習会を受講し、化学グランプリや科学の甲子園徳島県大会へ出場する

ことで、高度な科学的素養を涵養した。 

③ 中学生体験入学において、参加者への実験レクチャーを実施し、科学の伝道者としての

役割を担うことで理解の深化を図った。    

④ 化学分析研修会を開催し、株式会社島津製作所への訪問研修を通じて、最先端の分析技

術に触れる機会を設けた。 

（マリンリサーチクラブ）   
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校内での生物飼育や校外での環境調査を通じ、主体的な課題設定能力の育成に注力した。

具体的には、絶滅危惧種であるカワバタモロコやゲンゴロウの繁殖、ビオトープの環境改善

等に取り組み、生物多様性の保全に関する実践的研究を展開した。 

（保健厚生委員会） 

「生活習慣の乱れが口腔環境に悪影響を及ぼす」という仮説を立証するため、歯科検診結

果と生活習慣アンケートの相関関係を多角的に分析し、科学的根拠に基づいた健康課題の抽

出を行った。 

（ＳＳＨ探究クラブ）  

多様化・複雑化する地域課題や社会課題に対し、理工学の枠組みを超えてアプローチする

「ＳＳＨ探究クラブ」の活動を推進した。校外の研究発表会やコンテストへ積極的に参加し、

外部機関との連携を通じて、高度な課題解決能力の育成を図った。 

Ⅴ その他 

① 次年度以降の事業改善に資するため、生徒、教員、保護者のそれぞれを対象とした事業評価

アンケートを実施し、多角的な視点から取組の検証を行った。  

② ＳＳＨ運営指導委員会を開催し、研究開発の進捗状況を報告するとともに、今後の研究の方

向性について専門的見地から検討・協議を行った。 

 ⑤ 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

Ⅰ 研究内容の高度化による【研究を深める力】の育成に向けた実践研究開発 

Ⅰ－１ 理工学コンピテンスによる評価 

令和７年度は、教員評価の平均値が 3.88 から 4.17 へと統計的に有意な上昇（p<0.01）を示し、

特に「説明する力」や「考察する力」において顕著な能力向上が確認された。一方で、生徒の自

己評価が教員評価を下回る「マイナス乖離」も見受けられたが、これは能力の停滞を意味するも

のではなく、高い基準を追求する過程で自らの課題を客観的に捉える「高度なメタ認知能力」が

備わった結果であると分析される。 

Ⅰ－２ 「SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）」を通じた、科学的思考法に基づく研究実践 

  ① 一部の研究班においては、前年度のテーマを継続して追究することにより、研究成果の深

化とともに次なる新たな課題を明確に抽出することができた。 

  ② 新規の研究テーマへ主体的に取り組む姿勢も見られ、研究内容のさらなる多様化と広がり

を推し進めることが可能となった。 

  ③ 生徒、教員、運営指導委員が一同に会した校内生徒研究発表会において、全研究テーマの

発表を行い、質疑応答を通じて活発な議論を展開した。また、他校からの参加を広く募り、

外部生徒による発表機会を設けたことで、相互研鑽の場を構築することができた。 

Ⅰ－３ 学校独自教材「SCITEC-HI ノート」の活用による論理的思考力の育成 

  ① 全コースにおいて「SCITEC-HI ノート」を導入したことで、共通教材を用いた体系的な探

究活動の推進が実現した。その基礎を確立する講座として、講演会等を通じてノートの活用

法をレクチャーした結果、生徒の活用スキルは着実に習熟の域に達しつつある。 

  ② 「令和６年度学力向上推進員研修会」等での成果発表や積極的な広報活動を展開した結果、

「令和６年度方眼ノート講演会」には県内高校から３名、県外大学職員１名の参加を得た。

さらに、令和７年度の本校訪問対応においても、本ノートや方眼ノートを活用したワークシ

ート作成手法について具体的な周知と普及を図った。 

 

Ⅰ－４ SSH-ADT・SSH-PRT の実施 

  ADT や PRT に参加した１年生からは「他コースの上級生による研究解説を受け、自身も課題研

究に意欲的に取り組む契機となった」という前向きな意見が多く寄せられた。３年生においても

「説明を尽くすことで、自身の研究に対する考察を再構築できた」「何気ない質問が思考を深め
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る契機となった」といった所感が示され、学年間での相互啓発が研究活動に資することが実証さ

れた。令和７年度の発表会において多岐にわたるテーマで研究発表が行われた通り、ADT および

PRT は、参加者の課題研究への知的好奇心を喚起し、テーマ設定を支援するなど、生徒の探究活

動に対して一定の良好な波及効果を及ぼしていることが判明した。 

Ⅰ－５ 卒業生メンタリング 

  令和４・５・６年度に卒業し、国公立大学等へ進学した卒業生のうち、延べ７０名（令和６年

度３８名、令和７年度３２名）が参集し、在校生（２学年進学希望者）とのカフェ形式によるメ

ンタリングを実施した。大学における学問・研究の実際から日常生活の在り方、進学準備の心構

えに至るまで、多角的な視点から助言を得る機会となった。事後の在校生アンケートでは、極め

て高い割合の生徒（令和６年度 98％、令和７年度 99％）が「参加が有益であった」と肯定的に

回答しており、在校生の学習意欲を向上させる多大な刺激となったと考えられる。 

Ⅰ－６ 卒業生アンケート 

  オンラインフォームを有効に活用し、現役大学生である卒業生を対象とした追跡調査を実施し

た。「大学での学修に役立てるために、高校時代に重点的に学んでおきたかった事項」について

は、例年通り「科学英語」が上位を占めている。特筆すべき点として、令和６年度の調査では「レ

ポート作成法」「プレゼンテーション」「資料作成術」が、令和７年度の調査では「プレゼンテ

ーション」および「資料作成術」がそれを大きく上回る結果となり、実践的な発信スキルの重要

性が再確認された。 

Ⅰ－７ プレゼンテーション研修 

  ２・３年生を対象に「プレゼンテーション研修会」を開催した結果、受講した生徒からは、聴

衆に伝わりやすい構成案や効果的なスライド作成技法、論理的な話し方について「理解が深まっ

た」とする肯定的な所感が多数寄せられた。また、校内発表会における生徒のパフォーマンスに

対し、運営指導委員からは「以前と比較して格段に伝達能力が向上している」との高い評価を獲

得するに至った。 

 

Ⅱ STEAM 教育の推進による【研究を拡げる力】の育成に向けた実践研究開発 

Ⅱ－１ STEAM 教育教材の開発と実施 

各教科および専門科目の担当者を選定し、STEAM 教材開発部会を組織した。令和６年１０月の

第１回部会において、連携対象となる教科およびコースを決定した。その後、授業案や実施に供

する方眼ノート教材の研究・開発を推進し、令和６年度に教科コラボレーション公開授業（デザ

イン史×歴史総合）を試行したのを皮切りに、令和７年度には「公開授業月間」を設定した。当

該期間内に計９時間（専門科目×普通科目）の教科横断的な公開授業を実践し、指導体制の拡充

を図った。 

 Ⅱ－２ 教科間連携を含めた教員の資質・能力の向上 

６月の相互授業参観週間や、１１月の STEAM 教育コラボ公開授業月間に際して実施した教員ア

ンケートの分析を通じ、普通科目と専門科目の間における具体的な連携手法について検討を重ね

た。抽出された知見やアンケート結果は、職員室の掲示板や教育プラットフォームへ速やかに掲

載し、教職員間での情報共有を促進した。これにより、全教職員が STEAM 教育の重要性を再認識

するに至り、組織全体として実践に向けた前向きな機運を醸成することができた。 

 

 

Ⅲ 国際交流活動の推進による【研究を協働する力】の育成に向けた実践研究開発 

Ⅲ－１ 海外姉妹校との提携、交流訪問による国際交流の深化、発展 

  ① 令和６年度および令和７年度において、台湾蘇澳海事を含む３拠点を訪問し、研究発表や

両校生徒へのオンライン同時配信、ディスカッション、合同実験を包括的に実施した。参加
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生徒からは、国際交流に対する自信を得るとともに、将来的な研究協力に向けた共通課題の

探索へと歩みを進める展望が示された。 

  ② 世界的な感染症流行や不安定な国際情勢の影響により、ドイツＢＢＳとの交流は一時中断

を余儀なくされていた。しかし、今回実施した直接的な情報交換や対面協議を通じて、交流

の本格再開に向けた意欲的な機運を改めて醸成することに成功した。 

Ⅲ－２ 「科学英語」学習の継続、発展 

  ① 専門用語や実験手順の反復的な学習に加え、英語科・海洋科教員、ＭＳＥアドバイザー、

ＡＬＴが緊密に連携し、入念な予備実験と教材の共同開発を行った。その結果、生徒は海技

英語やＳＤＧｓ関連の難解な表現に苦慮しながらも、実験から考察に至るプロセスを終始主

体的に完遂することができた。 

  ② 英語科教員が連携して事前に詳細な授業案を策定し、万全な指導体制を構築して授業に臨

んだ。高校生にとっては極めて難易度の高い専門語彙や実験プロトコルを含む内容であった

が、生徒は将来の国際的な活躍に不可欠な英語表現の習得を目指し、前向きかつ円滑に学習

に取り組むことができた。 

 

Ⅳ 大学や地域等との協働による【研究を見出す力】の育成に向けた実践研究開発 

Ⅳ－１ 大学等の研究機関や行政、民間企業との連携による、研究活動の高度化および多様化に

向けた取組 

  高大連携をはじめとする専門機関との協働により、学術的な研究・実験の在り方や、最新の解

析手法・技術に関する知見を深化させることができた。また、専門家による講演会等を通じて、

探究活動に対する情熱や動機の形成において多大な刺激を受ける機会となった。 

 

Ⅳ－２ 課外活動における高大連携・地域連携の継続、発展による課題発見・解決能力の育成 

  地元のＮＰＯ法人や企業、専門研究機関等との多角的な外部連携を通じ、河川の水質調査や希

少種の保全・増殖、口腔環境と生活習慣の相関分析といった実践的な探究活動を継続・発展させ

た。これにより、理工学の枠組みを超えて主体的に社会課題を同定し、解決へと導く高度な探究

能力を育成することが可能となった。 

Ⅴ その他 

事業評価アンケートの結果において、生徒の科学技術に対する知的好奇心や学習意欲の向上につ

いて、教員の９割以上が肯定的かつ高い評価を示している。 

 ⑥ 研究開発の課題 （根拠となるデータ等は「❸関係資料」に掲載。） 

Ⅰ 研究内容の高度化による【研究を深める力】の育成に向けた実践研究開発 

（１）「SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）」を通じた、科学的思考法に基づく研究実践 

   コース間連携による研究内容の高度化・多様化、および STEAM 教育を強力に推進する。あわ

せて、校内発表会の規模拡大や運営改善、専門機関とのネットワーク拡充を通じて外部への情

報発信力を強化するとともに、ルーブリック評価の多角的な検証・改善による評価精度のさら

なる向上を図る。これら一連の有機的な取り組みにより、研究テーマのさらなる拡大と「研究

を深める力」の育成を加速度的に進展させる。 

（２）学校独自教材「SCITEC-HI ノート」の活用による論理的思考力の育成 

   「SCITEC-HI ノート」を用いた思考メソッドについて、周辺校への継続的な普及を最重点課

題と位置づけ、戦略的な広報活動を展開する。近隣校への継続的な情報提供や活用ノウハウの

積極的な共有を通じて、地域全体における研究開発スキルおよび論理的思考力の底上げに大き

く寄与する。 

（３）生徒が研究テーマ設定を主体的に行うための取組 

   ADT（Active Discussion for Theme）および PRT（Proposal of Research Theme）を継続し
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て実施するとともに、実施形態のさらなる最適化や議論の質の底上げを図り、生徒が自発的に

問いを立てる力の向上を支援する。 

（４）理工学系大学への進路意識および研究活動への熱意を高める取組 

   「卒業生メンタリング」を継続的に実施し、高大接続の強化を図る。あわせて、校内発表会

に卒業生をメンターとして招聘し、直接的な指導や助言を受ける機会を創出するなど、多角的

なアプローチによってさらなる教育効果の創出を狙う。 

Ⅱ STEAM 教育の推進による【研究を拡げる力】の育成に向けた実践研究開発 

（１）STEAM 教育教材の開発と実施 

   令和６年度は教材開発および一部の試験的な授業実践を完遂し、令和７年度１１月には

「STEAM 教育コラボ授業実施月間」を設けて複数の教科間連携による授業を実践することがで

きた。今後も専門教科と普通教科の融合を主眼に置いた多様な教材開発と、先駆的な授業実践

を継続的に展開する。 

（２）教科間連携を通じた教員の資質・能力の向上 

   令和６年度より STEAM 教育を視野に包含した相互授業参観を導入したことで、教員間の意識

変容が着実に進展している。活動のさらなる活発化と組織的な定着に向け、相互参観の実施方

法の再構築やアンケート項目の精緻化を行い、教員の授業改善能力の向上を支援する。 

Ⅲ 国際交流活動の推進による【研究を協働する力】の育成に向けた実践研究開発 

（１）海外姉妹校との提携・交流訪問による国際交流の深化・発展 

   台湾蘇澳海事との交流をより深化させるため、次年度以降も両校による協働研究の実現に向

けた具体的な方策を模索する。ドイツＢＢＳとの交流事業については、令和８年度以降の本格

的な再開を目標に掲げ、教職員の来校を通じた実効性の高い情報交換を行った。今後の展開や

交流形態の在り方について、長期的かつ継続的な検討を推進する。 

（２） 「科学英語」学習の継続・発展 

   「科学英語」の取り組みにおいて、専門的な英文テキストを用いた高度な学習活動を実践し

た。今後はこれをさらに発展させ、科学英語分野における「STE（Science Technology English）」

メソッドの確立を加速させるとともに、各教科の授業内への実地導入を強力に推進し、国際的

な発信力を備えた人材を育成する。 

Ⅳ 大学や地域等との協働による【研究を見出す力】の育成に向けた実践研究開発 

課外活動を通じた多種多様なコンクールやフォーラムへの参加は、生徒の科学技術に対する

知的好奇心を喚起し、課題発見・解決能力の育成に多大な貢献を果たしている。今後もこれら

の活動を継続するとともに、より難易度の高いコンテストや国際的な大会への開拓と挑戦を組

織的に支援する体制を強化する。 

Ⅴ その他 

事業評価アンケートにおいて、第Ⅲ期の重点目標として掲げる「４つの力」に関する評価項

目を設定したところ、初年度（令和６年度）と比較して今年度は顕著な意識の向上が確認され

た。第Ⅲ期における研究開発の方向性が教員間に浸透しつつある一方、これらは教育課程の核

となるべき重要な指標である。今後は、本校が展開する多様な教育活動が「４つの力」のどの

要素を具体的に伸長させるのか、その因果関係や相関をより明確に意識化・可視化させる取り

組みを強化していく。 
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第２章 研究開発の概要 

 

１ 研究開発の課題 

 

SCITEC-HI Project Go Beyond!  

－将来の科学技術人材へと生徒が主体的に成長するための実践研究開発－ 

  

（１） 研究開発のねらい 

生徒が将来の科学技術人材として主体的に成長できるよう、学校設定科目「SSH 課題研究」

を中核とした課題探究および国際交流活動を深化させる。第Ⅲ期においては、特に次の 4 点を

研究開発のねらいとする。 

 

① 先端科学技術を駆使し、将来のイノベーション創出や地球規模の課題解決に挑む科学技

術人材を育成する。 

② 科学・工業・水産・海洋をはじめとする専門分野を横断・融合させ、現代社会の諸課題

に多角的に対応できる科学技術人材を育成する。 

③ グローバルな視点と協調性を持ち、国際的なチームワークの中で課題解決を遂行できる

科学技術人材を育成する。 

④ 産官学などの多様な主体と連携・協働し、地域課題等の解決に資する実践的な能力を有

する科学技術人材を育成する。 

 

 （２） 研究開発の目標 

    前述①～④の達成を目指して次の目標を設定する。 

 

① 生徒が将来のイノベーションや地球的課題の解決に主体的に取り組めるよう、学校設定

科目「SSH 課題研究」等における研究内容【SCITEC-HI 研究】の高度化を図る。 

② 多くの専門分野を連携させ、現代社会の諸課題に幅広く対応できる資質を養うため、科

学・工業・水産・海洋・芸術・数学等を教科横断的に学ぶ STEAM 教育を推進する。 

③ 国際的なチームワークのもと課題解決に取り組む力を育成するため、ドイツや台湾の職

業学校等との技術交流および異文化間交流を推進する。 

④ 多様な主体と協働して地域課題等の解決に資する能力を高めるため、大学・行政等の研

究機関との連携や、地域企業・漁協・NPO 等と協働した探究活動を推進する。 

 

 （３） 4 つの資質・能力 

    生徒が将来の科学技術人材として主体的に成長するためのコンピテンシー（資質・能力）を

次の 4 点に設定し、これらを指標として生徒の変容を評価する。 

 

【研究を深める力】  

将来のイノベーション創出や地球規模の課題解決に、主体的に取り組む能力 

 

【研究を拡げる力】  

複数の専門分野を横断・融合させ、現代社会の諸課題に多角的に対応する能力 

 

【研究を協働する力】 

国際的な視野とチームワークを持ち、他者と協働して課題解決にあたる能力 

 

【研究を見出す力】  

多様な主体と連携し、地域課題の実践的な解決へと導く能力 
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第４章 研究開発の内容 

１ 研究開発の内容 

Ⅰ 研究内容の高度化による【研究を深める力】の育成に向けた実践研究開発 

１．仮説 

本校が第Ⅱ期より蓄積してきた「SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）」の知見を基盤とし、生徒の自由

な発想に基づく主体的な探究活動をさらに高度化・深化させる。専門的な知見や先端技術を導入した

探究プロセスを継続・発展させることで、将来のイノベーション創出や地球的規模の諸課題解決に果

敢に挑戦する科学技術人材として、自立的な成長の源泉となる【研究を深める力】を効果的に身につ

けることができる。 

 

① 目的 

先端科学技術に関する高度な知識・技能を習得し、将来のイノベーション創出やグローバルな課

題解決に寄与できる科学技術人材を育成する。具体的には、主体的な探究活動を通じて事象を多角

的・専門的な視点から分析し、既存の知見を超えて研究を深化させる能力（研究を深める力）を組

織的かつ段階的に涵養することを目的とする。 

 

② 仮説との関係 

専門高校が有する「実習・課題研究」の強みを、高度な科学的思考力の育成へと昇華させたもの

が「SCITEC-HI 研究」である。この研究活動を生徒自らが主導し、より高い次元へと高度化させる

挑戦のプロセスこそが、仮説に掲げた「イノベーション創出の素養」を形成する。すなわち、研究

の「高度化」への絶え間ない追求が、生徒の「主体的な変容」と【研究を深める力】の獲得を同時

に実現する構造となっている。 

 

③ 期待される成果 

ア 探究態度の定着と科学的思考力の向上： 

３年間にわたる体系的な探究型学習の実践を通じ、生徒が困難な課題に対しても主体的に解決

策を模索する態度を養うとともに、論証に基づく論理的・批判的な考察力を育成する。 

 

イ 研究の高度化による教育的波及効果： 

◯ AI やロボティクス、データサイエンス等の先端技術を研究手法に導入することで、既存の

枠組みを打破し、新たな価値を創造できるイノベーション創出人材へと成長する。 

◯ 防災、エネルギー、食糧問題等の切実な社会課題を研究対象とすることで、科学技術が果

たすべき社会的役割を自覚し、地球的課題の解決に貢献しようとする高い志を持った人材を

育成する。 

 

Ⅰ－１ 理工学コンピテンスによる評価 

１．仮説 

本校独自の「理工学コンピテンス」を用いた自己評価および教員による客観評価を継続的に実施

し、その結果を生徒へフィードバックする。このプロセスを通じて、生徒が自身の探究活動におけ

る現在地と課題を客観的に把握し、省察を繰り返すサイクルが確立される。その結果として

「SCITEC-HI 研究」の質的な向上が促され、将来のイノベーション創出に必要な【研究を深める力】

を効果的に習得できる。 

 

２．研究開発内容・方法 

令和６年度（３年生２８６名）および令和７年度（３年生２８６名）の全生徒を対象に実施。両

年度とも、研究が本格化する７月と、成果がまとまる１月の年２回調査を行い、生徒による自己認

識と指導教員による外部評価の推移を多角的に分析・検証した。 

 

３．検証（詳細は「❸ 関係資料」参照） 

（１）１０個の評価項目による変容と特徴 
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「理工学コンピテンス」を用いた評価サイクルの運用により、生徒の自己認識と教員評価の乖離

がどのように変化し、それが研究能力の深化にどう寄与したかを分析した。 

① 令和６年度の変容：評価指標の理解と内面化 

令和６年度は、生徒が共通の評価指標（ルーブリック）を理解し、自身の活動を客観視するた

めの土台を構築した期間であった。 

 

・評価基準の同期： 

第１回から第２回にかけて、生徒と教員の評価における相関係数が 0.7032 から 0.8300 へ

と有意に上昇した。これは、ルーブリックが定義する具体的な行動指標が、指導現場におい

て共通言語として定着したことを示している。 

・自己認識の厳格化： 

第１回では「⑩省察する力」において生徒の自己評価が教員評価を大きく上回っていた（差

分 0.2796）が、第 2 回では-0.0661 と縮小・逆転した。これは、適切なフィードバックを通

じて、生徒が単なる「振り返り」と「次への課題設定を伴う省察」の違いを正しく理解し、

自己評価の基準をより厳格に補正した結果といえる。 

② 令和７年度の変容：高度なメタ認知の獲得と自律的成長 

令和７年度は、プログラムの成熟に伴い、生徒がより高い次元で自らの課題を捉える「メタ認

知能力」が顕著に現れた。 

・統計的に有意な成長： 

教員評価の平均値は 3.8887 から 4.1773 へと上昇し、対応のある t 検定において極め

て高い有意性（p < 0.01）が認められた。特に「⑥説明する力」や「⑤考察する力」の伸長

が大きく、研究の質的向上が裏付けられた。 

・高い基準への挑戦（マイナス乖離の意義）： 

第２回調査では、一部項目において生徒評価が教員評価を下回る傾向が見られた。教員評価

が 4.1 を超える高い水準にある中でのこの「過小評価」は、生徒が「専門外の相手にも深く理

解させる」といった高次の目標を自らに課し、現状に満足せず自律的に課題を見出す「高度な

メタ認知」を備えたことを示唆している。 

③ 年度間比較による指導体制の検証 

・指導ノウハウの組織的確立： 

第１回時点の相関係数が、R6 の 0.7032 に対し R7 では 0.8520 と大幅に改善した。これによ

り、年度当初の早い段階で評価指標を生徒に浸透させる指導体制が、組織的に確立されたこと

が確認できる。 

・到達水準のボトムアップ： 

 年度末（第２回）の教員評価を比較すると、R7 は R6 を上回る 4.1773 に到達し、独立した t

検定でも有意差（p<0.05）が確認された。同一の評価基準において到達スコアが上昇したこと

は、本校の探究指導プログラムが、年度を追うごとに研究の深化を確実に促す「再現性のある

教育システム」として機能していることを示している。 

④ 結論 

２年間の継続的な評価サイクルの運用は、生徒の客観的分析力とメタ認知能力の向上に極めて

有効であった。教員による客観評価が着実に向上する一方で、生徒が自身の不足を冷静に捉え直

す姿勢が見られたことは、将来のイノベーション創出に不可欠な【研究を深める力】、すなわち

「問い続け、探究し続ける姿勢」が確実に育まれている成果である。 

 

（２）「４つの力」による分類評価 

10 の評価項目を、本校が育成を目指す「４つの力」に再分類し、その資質の伸長度を分析した。 

分類 定義および対象項目 

Ⅰ 研究を深める力 イノベーション創出や地球規模課題に、主体的に取り組む能力（①・②・③・④） 

Ⅱ 研究を拡げる力 複数の専門分野を横断・融合させ、多角的に対応する能力（⑤・⑥） 
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分類 定義および対象項目 

Ⅲ 研究を協働する力 国際的な視野とチームワークを持ち、他者と協働する能力（⑦） 

Ⅳ 研究を見出す力 多様な主体と連携し、地域課題の実践的な解決へと導く能力（⑧・⑨・⑩） 

 

① 全体的な傾向：評価の信頼性 

令和６年度・７年度を通じて、生徒の自己評価と教員評価の相関係数は、いずれの時期も 0.93 以

上という極めて高い正の相関を示した。これは、本校が提示する評価指標が、生徒と教員の双方にお

いて極めて高い共通理解のもとで運用されていることを実証している。 

② 自己認識の深化と客観性の向上 

散布図における 45 度線（自己評価＝教員評価）との近接度を分析すると、以下の変容が見られた。 

 R6 年度： 第 2 回調査において、教員評価が自己評価を上回る傾向が強く、生徒が自身の成

果を謙虚に、あるいは控えめに捉える傾向があった。 

 R7 年度： 第 2 回調査では、各項目が 45 度線により近接する結果となった。これは、生徒が

自身の能力を過信も卑下もせず、専門家の視点（教員評価）と同等のレベルで客観的に自己を

把握できる「メタ認知能力」が、完成期に向けて高度化したことを示している。 

③ 成長のダイナミズムと特筆すべき伸長項目 

R7 年度は R6 年度と比較して、1 年間の中での成長幅がより拡大した。 

 協働的な探究の質的向上： R7 では「Ⅲ 研究を協働する力」の生徒評価が +0.3044 と最

大の伸びを記録した。教員評価もこれに連動して上昇しており、チームでの課題解決活動が単

なる協力に留まらず、質的な向上を伴って遂行されたことが伺える。 

 多角的視点の獲得： 「Ⅱ 研究を拡げる力」において、教員評価が +0.3770 と全項目中

で最大の伸びを示した。年度当初は生徒の自己評価が先行していたが、研究の深化とともに、

専門横断的な視点が実質的な成果として教員に高く評価されるまでに至った。 

④ 結論 

R7 年度は、全ての評価指標において生徒・教員双方のスコアが向上しており、本教育プログラムの

有効性が実証された。特に「評価の客観性の一致」と「全能力の底上げ」が同時に達成された点は、

生徒が科学者としての自信を深めつつも、常に自らを冷静に省察できていることを示しており、第Ⅲ

期における研究開発の大きな成果といえる。 

 

Ⅰ－２ 「ＳＣＩＴＥＣ－ＨＩ研究（ＳＳＨ課題研究）」を通じた、科学的思考法に基づく研究実践 

１ 仮説 

  生徒自身の興味関心に基づくテーマ設定から、高度な継続研究、さらには公の場での成果発表に至

るまで、一貫して主体的な探究活動を保障する。この実践を３年間積み重ねることにより、生徒は困

難な課題に対しても自律的に問いを立て、科学的根拠に基づき最適解を導き出す素養を磨くことがで

きる。その結果、次世代の科学技術人材に不可欠な【研究を深める力】を向上させることが可能とな

る。 

 

２ 研究開発内容・方法 

 （１）令和６年度・令和７年度ともに第３学年「課題研究」３単位で実施。 

 （２）年間指導計画 

３年  ４月 課題設定、年間計画作成 ９時間 

 ５月～ ６月 調査研究及び作品の設計、部品・材料の選定・調達 １８時間 

 ７月～１１月 制作・実験または調査 ４５時間 

１２月～ １月 
研究成果のまとめ、報告書の作成、発表会資料および

プレゼンテーションデータの作成、発表練習 
１８時間 

２月 発表会を実施 １５時間 

３年合計 １０５時間 
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 SCITEC-HI ノートのフレームワーク 

 

３ 検証  

 前年度からの継続研究の高度化と、新規テーマ採択による研究領域の多様化を両立させた。その集

大成として、校内発表会を全テーマ参加型の２部構成へと拡充し、異分野間の交流を促進することで

研究活動のさらなる活性化を図った。 

令和７年度の校内発表会後に実施した全校アンケートの結果、「SCITEC-HI 研究」への取り組みに

対する肯定回答は 92.6%、知識の習得については 91.3%と、極めて高い満足度が得られた。発表対象の

全テーマ拡大や研究の質的向上は、生徒の知的好奇心と主体的な探究意欲（肯定回答 87.7%）を効果

的に刺激し、SSH 事業の根幹である資質・能力の育成に大きく寄与したものと評価できる。 

 

【校内発表会に関する生徒アンケート結果（令和７年度）】  

（「とてもそう思う」「そう思う」の合計を肯定回答とする） 

 問１．成長の実感： 「ＳＣＩＴＥＣ－ＨＩ研究は自分の成長につながる活動だと感じた」 

o 肯定回答：９２．６％（とても５８．０％、いえば３４．６％） 

 問２．視野の拡大： 「他の班の発表を聞いて、自分の視野や考え方が広がった」 

o 肯定回答：８５．７％（とても５４．７％、いえば３１．０％） 

 問３．知識の活用： 「学んだ知識や技術を実際に活用することの大切さを感じた」 

o 肯定回答：９１．３％（とても６４．４％、いえば２６．９％） 

 問４．探究継続意欲： 「今後も主体的に探究活動に取り組みたいと思った」 

o 肯定回答：８７．７％（とても５１．５％、いえば３６．２％） 

 

Ⅰ－３ 学校独自教材「SCITEC-HI ノート」の活用による論理的思考力の育成 

１ 仮説 

本校独自開発の教材「SCITEC-HI ノート」が提供するフレームワークを用い、仮説設定（Plan）か

ら検証・結論（Act）に至るＰＤＣＡサイクルを構造的に繰り返す。このプロセスを通じて、客観的な

事実と主観的な考察を明確に峻別し、根拠に基づいて推論を展開する「論理的思考力」の定着を図る。

その結果、自らの研究過程における矛盾や新たな課題を的確に抽出・再定義し、問いを更新し続ける

【研究を深める力】を育成する。 

 

２ 研究開発内容・方法  

（１）第１学年３００名、第２学年２９４名、第３学年２７７名を対象に実施。 

（２）学年別学習内容 

 

 

 

 

 

 

 

３ 検証  

「SCITEC-HI ノート」を全コースの標準教材と

して導入し、発達段階に応じた記述指導を継続し

た結果、生徒の活用スキルは顕著に向上した。共

通のフレームワークを用いることで、生徒は「仮

説」から「結論」に至る思考プロセスを構造的に

捉えられるようになり、事実に基づき論理を構築

する力が着実に定着した。  

この教育的効果は統計データからも裏付けられ

ている。令和７年度実施の３年生対象アンケート

における「対応のあるｔ検定」の結果、研究遂行

学年 使用時期 使用教科 

１学年 通年 SCITEC-HI 基礎（工業）・SCITEC-HI 基礎（海洋） 

２学年 通年 実習（工業系コース）・総合実習（海洋系コース） 

３学年 通年 SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究） 

主に２学年 随時 HR 活動（進路ホームルーム活動など） 
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能力の自己評価において多くの項目で有意な向上が認められた（１％水準で４項目、５％水準で５項

目）。自由記述においても、「論理的な構成を立てやすい」「研究全体の俯瞰に役立つ」といった構

造化の利点に加え、「進学面接において自身の思考を言語化する際に有効であった」など、メタ認知

能力や発信力の高まりを示す意見が多数寄せられた。こうした「思考の型」の習熟は、単なる記録活

動に留まらず、自身の「気づき」から新たな問いを創出する【研究を深める力】の基盤となっている。

また、本校のメソッドに対する外部評価も高く、県内高校や大学関係者からの視察を受け入れるなど、

理数教育における汎用的な学力向上モデルとしての有効性と普及可能性を実証するに至った。 

 

Ⅰ－４ SSH-ADT・SSH-PRT の実施 

１ 仮説 

 上級生が研究の経験と知見を継承する「ＡＤＴ（グループ討論会）」と、下級生がそのフィードバ

ックを基に自身の問いを磨き上げる「ＰＲＴ（テーマ提案発表会）」を連動して実施する。思考プロ

セスの可視化と対話を日常的に繰り返すことで、論理的思考力を深化させるとともに、他者との多角

的な視点の交流を通じて研究テーマをより鋭利なものへと昇華させる【研究を深める力】を育成する。 

 

２ 研究開発内容・方法 

（１）対象者：ＳＣＩＴＥＣ－ＨＩ委員 

ＡＤＴ：令和６年度４９名（３年２９・２年２０）、令和７年度４７名（３年１９・２年２８） 

ＰＲＴ：令和６年度２６名（２年１４・１年１２）、令和７年度３８名（２年１４・１年２４） 

（２）実施内容 

  １２月に上級生から下級生へ研究の醍醐味や課題を伝える「ＡＤＴ」を行い、２月には下級生が

次年度に向けた研究計画を発表する「ＰＲＴ」を連続的に開催した。外部講師として吉野哲一氏（と

くしまワークショップらぼ理事）を招聘し、ファシリテーション技法やワークショップ形式を取り

入れることで、双方向性の高い対話の場を構築した。 

 

３ 検証 

 両プログラムの連動は、本校の探究活動の質的向上に大きく

寄与した。ＡＤＴにおいて３年生が自身の研究を他者へ論理的

に説明する行為は、研究の目的や意義を再定義する高度な省察

の機会となった。一方、下級生からの素朴かつ鋭い問いが上級

生に新たな考察を促すなど、学年を越えた知的相互作用が確認

された。 

 この結果、次年度に研究を控える２年生の探究マインドが喚

起され、ＰＲＴでは論理的整合性の高いテーマ設定が多数見ら

れた。特に対話を通じて自身の仮説を言語化・洗練させるプロセスは、多角的な視点から課題にアプ

ローチする【研究を深める力】を自律的に育む上で、極めて良好な効果を示している。 

 事後アンケートでは、２年間にわたり各項目で９５％～１００％という肯定的評価を維持している。

３年生は「発信による思考の整理」に手応えを感じており、２年生も「テーマ決定への寄与」におい

て１００％（令和７年度）の肯定評価を示すなど、上級生の知見が直接的に次代の研究意欲へと継承

されていることが数値で証明された。対話を通じた本実践は、論理的思考力と探究マインドを育む強

固な基盤として機能している。 

 

Ⅰ－５ 卒業生メンタリング 

１ 仮説 

SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）に取り組む在校生に対して、大学等で専門的な学習・研究活動を行

っている卒業生による直接的な指導・助言の場（カフェ型トーク）を設ける。これにより、在校生は

自身の研究内容を客観的な視点で省察し、具体的な研究手法やアプローチに関する高度な知見を得る

ことができる。この実践を通じて、論理的思考力を基盤としつつ、探究内容をより専門性の高い課題

へと発展させる【研究を深める力】を育成する。 
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２ 研究開発内容・方法  

（１）第２学年以上の SCITEC-HI 委員および進学希望者を中心に実施。  

参加した生徒の内訳は下表の通り。 

  令和６年度 令和７年度 

 卒業生 ３８名 ３２名 

 ２学年 ９０名 ９８名 

３学年 １０名 １４名 

在校生計 １００名 １１２名 

 

（２）実施内容 

令和４・５・６年度に卒業し、国公立大学等に進学した先輩を夏季休業中に招聘し、在校生との

カフェ形式によるメンタリングを実施した。卒業生からは、大学における専門的な学習・研究の実

際、学生生活の詳報、入試に向けた具体的な準備や心構えなど、多岐にわたるアドバイスが送られ

た。 

３ 検証 

メンタリング実施後のアンケートでは、「役に立った」とする肯定的回答が１００％に達した。特

筆すべきは、「大いに役に立った」とする強い肯定層が前年度の５５．０％から６３．８％へと大幅

に増加した点であり、生徒のニーズに合致した質的向上が図られていることが裏付けられた。  

また、在校生の探究・研究への関心も顕著な高まりを見せている。具体的な設問項目において「大

学での学び（授業・研究活動等）」を選択した生徒は９０名と、前年度比で１８名増加し最多となっ

た。これは、SSH 事業の核心である「大学における研究」への知的好奇心が、先輩との対話を通じて

強く刺激された結果といえる。 

さらに、大学の雰囲気やキャンパス設備への関心が前年度の３３名から６１名へと倍増している点

は、学習環境に対する具体的イメージの形成に大きく寄与したことを示している。直接的な対話によ

り、図書施設や研究室の設備といったオープンキャンパス等では得にくい「実体験に基づく情報」が

共有されたことで、在校生の研究・学習モチベーションを大きく向上させる教育的効果が確認された。 

 

【事後アンケート】 

本日のメンタリングは役に立ちましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業生のどういった話が役に立ちましたか？（複数回答可） 

 R6 R7 

大学で何を学ぶ（授業、研究活動等）かがよく分かった  72 

 (30.5%) 

90 

 (35.3%) 

大学の雰囲気（キャンパス、設備等）がよく分かった  33 

 (14.0%) 

61 

 (23.9%) 

大学生の学業以外の生活（サークル活動、アルバイト等） 

についてよく分かった 

33 

 (14.0%) 

26 

 (10.2%) 

入試に向けて、どういった準備をすればよいか分かった 58 

 (24.6%) 

61 

 (23.9%) 

 令和６ 令和７ 

大いに 

役に立った 

55 

(55.0%) 

67 

(63.8%) 

まあ 

役に立った 

43 

 (43.0%) 

36 

 (34.3%) 

あまり 

役に立たなかった 

1 

 (1.0%) 

2 

 (1.9%) 

ほとんど 

役に立たなかった 

1 

 (1.0%) 

0 

 (0.0%) 
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大学卒業後の進路等についてよく分かった 22 

 (9.3%) 

5 

 (2.0%) 

大学や学部・学科選びをどのようにすればよいかよく分かった 18 

 (7.6%) 

12 

 (4.7%) 

 

Ⅰ－６ 卒業生アンケート 

１ 仮説 

 卒業生が大学での研究活動において直面している課題や、有用性を感じている資質を定量的に把握

する。それらの実態を本校の「SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）」をはじめとする教育活動の高度化に

反映させることで、大学での高度な学問に柔軟に対応し、自律的に研究を深化させ続ける【研究を深

める力】の強固な基盤を構築できる。 

 

２ 研究開発内容・方法 

（１）令和４・５・６年度に本校を卒業し、国公立大学等に進学した卒業生を対象に実施。 

（２）実施内容 

 令和６・７年７月にオンラインフォームを用いた継続的なアンケート調査を実施し、高校時代の学

びの有用性と大学での研究状況を把握した。 

 

３ 検証 

 本校がＳＳＨ第Ⅱ期の基幹事業として推進してきた「SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）」は、卒業生

が大学進学後の高度な学業や専門的な研究活動に従事する際、極めて有効な基盤として機能している。

卒業生の多くが本校での学びを大学生活の強力な下支えとして高く評価しており、第Ⅱ期の主要目標

であった「生徒が主体的に成長するための素養」は、卒業後の高等教育機関においても着実に結実し

ていると判断できる。 

 まず、研究の基礎スキルの定着については、顕著な成果が認められる。大学での学びに「レポート

作成の仕方」が役立っているとする回答は、前年度の４１名から５１名へと増加した。高校３年間を

通じた「SCITEC-HI ノート」等によるアカデミック・ライティングの指導が、大学における円滑な学

修を可能にする大きな要因となっている。 

 また、本校で培われた探究に対する主体的姿勢も、進学先で継続的に発揮されている。卒業生の約

９割が高校時代の「SCITEC-HI 研究」に「真面目に取り組んだ」と自己評価しており、その高い参与

意欲が、大学での「研究の進め方」や「グループ活動」における自己効力感の向上に直結している。 

 さらに、課題発見能力においては「研究テーマの設定方法」が有用であるとする実感が前年度から

増加した。自ら問いを立てる力が、大学というより専門性の高い環境においても、探究を停滞させず

に深化させるための普遍的な【研究を深める力】として機能していることが実証された。 

 

（卒業生アンケートの結果） 

あなたは高校在学中「SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）」にどの程度取り組みましたか？ 

 

 R6 R7 

かなり熱心に取り組んだ 15 

(27.3%) 

 8 

 (13.6%) 

熱心に取り組んだ 21 

 (38.2%) 

24 

 (40.7%) 

まあまあ真面目に取り組んだ 19 

 (34.5%) 

20 

 (33.9%) 

熱心に取り組めていなかった  0 

 (0.0%) 

 7 

 (11.9%) 

まったく取り組めていなかった  0 

 (0.0%) 

 0 

 (0.0%) 
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Ⅰ－７ プレゼンテーション研修 

１ 仮説 

 アウトプット能力における課題に対し、専門家による体系的なプレゼンテーション研修を実施する。

生徒が聞き手の理解を促す「想像力」、複雑な情報を構造化する「論理的思考力」、それらを可視化

・言語化する「表現力」を駆使し、「伝えるための試行錯誤」を主体的に重ねる。このプロセスを通

じて、自らの研究内容を客観的に俯瞰し、論理の不備や新たな改善点に気づく機会を創出することで、

結果として研究内容の高度化を伴う【研究を深める力】を育成する。 
 
２ 研究開発内容・方法 

（１）第２学年全生徒（令和６年度２８２名、令和７年度２９４名）を対象に実施。 
（２）実施内容 
 本校が実施した「理工学コンピテンス」に基づく自己・教員評価、および卒業生への追跡アンケー

トの結果から、研究成果を学外や専門家へ効果的に発信する「アウトプット能力」のさらなる強化が

喫緊の課題として浮き彫りとなった。これを受け、研究の質的深化をプレゼンテーションの側面から

多角的に支援することを目的とし、専門講師による研修会を年次計画に組み込んだ。 
 令和６年・７年の各７月に、一般財団法人プレゼンテーション協会理事の岩居由里子氏を招聘。「念

（おも）いを伝えるスキル」をテーマに、情報の取捨選択からスライドデザイン、心理的アプローチ

に至るまで、実践的なワークショップ形式での研修を実施した。 
 
３ 検証 

 令和７年度の研修会実施後に回答を得た生徒アンケートの結果、本研修を通じて９９％以上の生徒

が「効果的な伝達方法」に関する理解を深めたと回答し、極めて高い教育的成果が確認された。 
 特に、聴衆の知識レベルや関心に合わせた情報の再構築（デフォルメ）や、非言語スキル（発声・

視線・立ち振る舞い）を駆使した表現技術への意識改革は、生徒の約９８％が「今後の研究発表にお

いて即座に実践したい」と回答するほど肯定的に受容されている。 

 本研修の効果は、単なる発表技法の習得に留まらない。自身の研究を「他者の視点」から再定義す

るプロセスは、論理構成の矛盾を自覚させ、研究内容そのものをより強固なものへとブラッシュアッ

プさせる契機となった。将来の社会生活や学術研究の場でも通用する汎用的なプレゼンスキルの獲得

は、生徒にとって大きな自己効力感と、更なる探究活動への強い意欲へと繋がっている。 

 

高校で実施したＳＳＨ関連の学習項目の中

から、大学で学習・研究する際に「役立って

いる」または「将来役立つだろう」と思うも

のを次の中から選んで答えてください。 

（複数回答可） R6 R7 

科学英語 2 3 

文献調査 10 10 

レポート作成の仕方 41 51 

統計処理 6 7 

研究テーマの設定の仕方 9 17 

研究の進め方や方法 26 28 

グループでの研究活動 36 37 

プレゼンテーション 34 31 

資料作りの仕方 27 29 

大学・企業等の研究室訪問 2 4 

海外との交流 0 3 

その他 1 1 

大学での学習に役立てるために、高校時代に

もっと学んでおきたかったＳＳＨ関連の学

習項目を次の中から選んで答えてください。 

 

（複数回答可） R6 R7 

科学英語 17 16 

文献調査 9 14 

レポート作成の仕方 19 16 

統計処理 13 15 

研究テーマの設定の仕方 15 8 

研究の進め方や方法 15 14 

グループでの研究活動 17 12 

プレゼンテーション 22 21 

資料作りの仕方 18 21 

大学・企業等の研究室訪問 9 17 

海外との交流 6 9 

その他 3 0 
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（研修会後のアンケート結果） 

  

とても 

そう 

思う 

 

そう 

思う 

あまり 

そう思 

わない 

全く 

そう思 

わない 

相手に伝わる効果的なプレゼンがどういうものなの

か理解が深まったと思う 

218 

(74.1%) 

74  

(25.2%) 

2 

(0.7%) 

0 

(0.0%) 

プレゼンを作成するときは、相手に伝わる効果的なプ

レゼンのポイントを押さえて作成してみようと思う 

210 

(71.4%) 

80 

(27.2%) 

4 

(1.4%) 

0 

(0.0%) 

感想（一部抜粋） 

「表情、声、ジャスチャーを心がける」 

「話す時はフィラー（※ えー、あのー、等）をなるべく使わ

ず適切な言葉で相手に伝えたいことを話すようにする」 

「相手に伝わるようにグラフや図などを入れて色の使い方にも

気をつけながら何回も練習していく」 

「社会人になって使う知識や技術を高校生のうちに学ぶことが

できてよかった」 

 
 

Ⅱ STEAM 教育の推進による【研究を拡げる力】の育成に向けた実践研究開発 

仮説 
工業科、水産科の「SSH 課題研究」や、科学部等の課外活動において、科学や芸術、数学、人文

科学、社会科学などの各分野と連携・融合した探究活動に取り組み、課題発見力や発想力、課題解

決力、実践的技術力、表現力、論理的思考力などを育成することによって、多くの専門分野と連携

させ、現代社会の諸課題に幅広く対応できる科学技術者へと、生徒が主体的に成長するための素養

や能力【研究を拡げる力】を身につけることができる。 
 

① 目的 

科学や工業、水産・海洋といった専門分野を軸に、数学、芸術、人文科学、社会科学などの多様

な領域を横断的に連携させ、現代社会の複雑な諸課題に対して多角的かつ柔軟に対応できる科学技

術人材を育成する。 

 

② 仮説との関係 

第Ⅰ・Ⅱ期の取組で蓄積した、データサイエンス等を用いる分野横断型の課題設定や研究活動を

さらに拡充する。理科、数学、芸術、国語、地歴公民といった各教科の知見を融合した学びを

「SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）」に取り入れることで、多角的な視野から問いを立てる「課題発

見力」や、異なる分野の技術を組み合わせる「実践的技術力」を養う。こうした広範なアプローチ

が、仮説に掲げた「現代社会の諸課題に幅広く対応できる素養」の形成に寄与し、生徒が主体的に

【研究を拡げる力】を獲得できるプロセスを構築する。 

 

③ 期待される成果 

ア STEAM 教育を推進することで、生徒の視野が多角的に広がり、現代社会の諸課題を多角的側

面から捉え、解決に向けて論理的に思考する課題発見力および課題解決力が向上する。 

イ STEAM 教育の導入により、SCITEC-HI 研究（SSH 課題研究）のテーマ設定に多様性と独自性が

生まれ、既存の専門領域を超えた新しい発想に基づく研究活動が活性化し、探究の幅と深み

がこれまで以上に拡大する。 

ウ 自身の専門分野における理論や技術を他分野の知見と協働させる経験を通じ、知識の社会実

装に向けた応用力が身につき、高度な実践的技術力が向上する。 

エ STEAM 教育の実践に向けた教科横断的な教材研究や授業開発に取り組む過程で、教員自身の

専門外領域への知見や指導技術が磨かれ、組織的な指導力の向上が図られる。 
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Ⅱ－１ STEAM 教育教材の開発と教科コラボ授業の実施 

１ 仮説 

専門教科と普通教科の教員が密接に連携する「STEAM 教材開発部会」を組織し、分野融合型の授業

を実践する。これにより、生徒は一つの事象を単一の専門領域ではなく、多角的な視点から捉える機

会を得る。この学びを通じて、自らの専門性に多様な学問的知見を掛け合わせる発想力や課題発見力

を磨き、専門分野の枠を超えて現代社会の複雑な課題に幅広く対応できる【研究を拡げる力】を主体

的に身につけることができる。 

 

２ 研究開発内容・方法 

（１）「STEAM 教材開発部会」を設置し、工業系・海洋系各コースおよび普通教科から選抜された担

当教員による組織的な教材開発を実施した。 

（２）実施した時期と内容 

 

【令和７年度に実施したコラボレーション授業のコース・教科とテーマ】 

コース×教科 

（科目） 

授業テーマ 

機械 × 数学 

（設計 × 数学Ⅰ・Ⅱ） 

等加速度運動と 1 次関数のグラフ 

生産 × 数学 

（設計 × 数学Ⅰ・Ⅱ） 

等加速度運動と 1 次関数のグラフ 

英語 × 物理 

（MSE × 物理基礎） 

浮力 

デザイン × 地歴 

（情報デザイン × 世界史） 

ウィーン分離派と板東俘虜収容所の

デザインについて 

情報通信 × 数学 

（電気回路 × 数学Ⅰ） 

電流と磁界、文字式の計算処理 

電気 × 物理 

（電気回路 × 物理基礎） 

コンデンサの構造と静電容量 

国語 × 美術 

（現代の国語 × 美術Ⅰ） 

読書感想画出品に向けて 

情報数理 × 数学 A 

（情報数理 × 数学 A） 

サイコロと確率 

海洋科学 × 保健体育 × 家庭 

（SCITEC-HI基礎(海洋) × 保健 × 家庭基礎） 

パフォーマンス向上のための栄養に

ついて 

 

３ 検証 

  

 「STEAM 教材開発部会」による組織的な連携により、普通教科と専門教科の垣根を越えた独創的な

教材開発および教科コラボ授業を実践した。令和７年度に展開した全９講座にわたる多面的な授業を

通じて、生徒たちは「一つの事象には、多層的な学問的側面が存在する」ということを実体験として

理解した。 

例えば、専門分野の技術的側面に留まらず、数学・物理による定量的分析や、歴史・芸術といった

人文科学的視点を融合させることで、物事を構造的に捉える柔軟な発想力が磨かれた。また、海洋系

令和６年１０月 STEAM 教材開発部会の開催（授業案の策定・検討） 

    １１月 教科コラボレーション公開モデル授業（デザイン史×歴史総合） 

令和７年１０月 STEAM 教材開発部会 

    １１月 教科コラボレーション公開授業月間 
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・保健体育・家庭科の３教科連携による授業では、専門知識が実際の生活や健康にどう還元されるか

という「知識の社会実装」を意識させるに至った。 

これらの取り組みは、既存の専門領域の枠に固執せず、他分野の知見を柔軟に取り入れる「知の統

合」の契機となった。これは、本校が目指す「現代社会の諸課題に幅広く対応できる科学技術人材」

に必要な資質、すなわち【研究を拡げる力】を大きく進展させる顕著な成果となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ－２ 教科間連携を含めた教員の資質・能力の向上 

１ 仮説 

 教員が専門分野の垣根を越えて相互に授業を参観し、教科間連携の可能性を日常的に模索する環境

を構築する。他教科の視点や指導法を自らの実践に取り入れることで、教員自身の多角的な視点と授

業展開能力が向上する。この教員の質的な変容が、高次元な分野融合型授業の創出を可能にし、生徒

が多様な知見を統合して現代社会の課題に向き合う【研究を拡げる力】を育むための強固な基盤とな

る。 

 

２ 研究開発内容・方法  

全教職員を対象として、学問領域を超えた相互理解と指導技術の共有を図るため、以下のスケジュ

ールで「授業力向上相互参観授業週間」を実施した。 

 

３ 検証 

年間約６０件に及ぶ相互参観後のリフレクションには、専門分野の枠を超えた深い「感想・気づき」

と、具体的な「連携（コラボ）の可能性」が多数記録された。これらは単なる授業見学の記録に留ま

らず、本校の教育活動を再構築するための組織的な知見として蓄積されている。 

特筆すべきは、参観教員が自教科の専門性を基盤としつつ、他教科の視点を取り入れることで新た

な教育的価値を見出している点である。例えば、家庭科教員が海洋実習を参観し、「海の厄介者（ア

イゴ）」の調理を通じて持続可能な社会（ＳＤＧｓ）への貢献を構想したり、数学教員が「クローン

の法則（物理）」における計算の効率化を模索したりするなど、教科の垣根を越えた「知の融合」に

向けた具体的な試行錯誤が随所に見られた。 

また、国語科教員による芸術授業の参観では、「制作の意図を言語化し、他者にアピールする力」

 

デザイン × 地歴 

（情報デザイン × 世界史） 

ウィーン分離派と板東俘虜収容所の 

デザインについて 

 

授業用ワークシート 

（方眼ノートをベースにしたもの） 

令和６年 ６月 第１回授業力向上相互参観授業週間（基礎的な連携可能性の探究）  

    １１月 第２回授業力向上相互参観授業週間（具体的な融合教材の試行）  

令和７年 ６月 第１回授業力向上相互参観授業週間（教科横断型視点の深化）  

    １１月 STEAM 教育コラボ授業実施月間（授業力向上相互参観月間と統合実施）  
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の重要性が共有されるなど、言語能力と表現技術を統合したアウトプット指導の可能性も示唆された。

さらに、工業系教員からは「他教科での指導法が自身の学び直しになった」「生徒が学んでいる様々

な科目がリンクしていくことを期待する」といった声が寄せられ、教員自身の指導技術向上（リスキ

リング）やメタ認知の深化に大きく寄与していることが確認された。 

このように、教員が日常的に専門外の領域に触れ、対話を継続する姿勢は、単一の教科では成し得

ない多角的な視野を校内に醸成している。この教員の変容こそが、生徒が多様な知見を統合して現代

社会の課題解決に挑む【研究を拡げる力】を主体的に育むための、最も強固な原動力となっている。 

 

教職員への参観後のアンケート （令和６年度・７年度教職員アンケートより一部抜粋） 

 

 

Ⅲ 国際交流活動の推進による【研究を協働する力】の育成に向けた実践研究開発  

仮説 

ドイツ、台湾の職業学校との技術交流や異文化間交流を継続し、異なる背景を持つ者との意見

交換や共同作業を通じて、国際感覚を養い、コミュニケーション能力を高めることによって、国

際的なチームワークのもと課題解決に取り組むことができる科学技術人材へと、生徒が主体的に

成長するための素養や能力【研究を協働する力】を身につけることができる。 
 

① 目的 

国際的なチームワークのもと課題解決に取り組むことができる科学技術人材を育成する。 

 

② 仮説との関係 

これまで行ってきたドイツ、台湾の職業学校との技術交流や異文化間交流を継続・深化し

意見交換や共同作業・研究を通じて、国際感覚が養われ、コミュニケーション能力が向上

し、国際的なチームワークのもと課題解決に取り組むことができる科学技術人材へと、生

徒が主体的に成長することができる。 

 



- 25 - 
 

③ 期待される成果 

ア ドイツ、台湾との国際交流を進めることで、生徒の異文化理解が進み、真にグローバ

ルに活躍することのできる人材へと成長する。 

イ ドイツ、台湾の職業学校での先進的な取組や、日本人とは異なる発想によって生み出

された研究成果に触れることで、生徒の新たな知見が開かれ、発想力が磨かれる。 

ウ 「科学英語」への取組をさらに拡充することで、国際交流活動に生徒が自身を持って

取り組めるようになるほか、大学進学後、さらに高度な研究活動をする際に必須の英

語能力を高めることで、本校卒業生の研究実績の向上につながる。 

 

Ⅲ－１ 海外姉妹校との提携、交流訪問による国際交流の深化、発展 

１ 仮説 

ドイツおよび台湾の提携職業学校との技術交流や異文化間交流を継続し、異なる背景を持つ者との

意見交換や共同作業の場を創出する。専門的な知見や技術を共通言語とした対話を通じて、国際感覚

を醸成し、高度なコミュニケーション能力を高める。これにより、国際的なチームワークのもとで課

題解決に取り組むことができる科学技術人材へと、生徒が主体的に成長するための素養や能力【研究

を協働する力】を身につけることができる。 

 

【台湾 令和６年１１月２４日～１１月２７日 】 

２ 研究開発内容・方法 

（１）海洋科学コース６名（１年４名 ２年１名 ３年１名）で実施 

（２）実施内容 

事前学習 ４～１０月 水産や海洋分野についての研究活動 

・ 徳島沿岸の海水を採取し、成分分析やグラフをつくった。 

・ スライド等にまとめた。 

交流に向けた事前学習 

・ 両校のこれまでの交流の振り返りや、両国の漁業・文化を学んだ。 

・ 世界のサバの資源量や管理手法を学んだ 

・ 国内漁業の課題や対策等を調査した。 

・ 意見交流の際に使用が想定される科学英語を学習した。 

１１月上旬 

～出発前 

発表準備 

・ 英語による発表と、質疑応答などの練習を行った。 

本研修 １１月２４日 

～２７日 

大鯖魚夢工場 

・ 現地サバ産業の歴史・漁法・魚食文化を学び、世界的な資源管理の

重要性を理解した。 

國立蘇澳高級海事水産職業學校 

・ 水産や海洋分野の研究成果を両校が発表し、意見交換した。 

・ 実験や実習を共同で行い、結果をポスターにまとめて発表した。 

南方澳討海文化館 

・ 蘇澳の漁業の歴史や漁法、サンゴの保護活動に関する学習を行い、

徳島県のサンゴの保護活動にどのように生かせるのかを探究した。 

オンライン配信 

・ 本研修中の研究発表、実験・実習及び講義の様子は、可能な限りオ

ンラインでライブ配信を行い、研修に参加していない本校生徒・職

員にも研修の成果を波及させた。 

事後学習 １２月下旬 

～２月中旬 

振り返り 

・ 研修内容をレポートにまとめ、感想文も作成した。台湾訪問によっ

て得た視点や気付きをもとに研究を深めるための準備を行った。 

報告と波及 


